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はじめに

両国が共有するもの：アメリカの圧倒的な影響力

Ⅰ．戦前の日本とメキシコとアメリカ

吉野作造「憲政の本義を説いてその有終の美を済すの途を論ず」（1916）

(1)メキシコとアメリカ

米墨戦争（1846～47）、領土喪失


メキシコ革命（1911）（参照、中国革命も1911）

ウィルソン大統領のメキシコ出兵（1914）
(2)日本とアメリカ

開国から日露戦争まで


対立の発生


日墨提携へのアメリカの懸念


アジア・モンロー主義と善隣外交
Ⅱ．戦後の日本とメキシコとアメリカ
(1)アメリカと日本


対日占領と講和条約


安保条約（1951）

安保改訂（1960）


沖縄返還（1972）

北朝鮮核問題（1993～）


日米安保再定義（1996）

テロとの戦い（2001）


対米依存の継続

(2)経済発展と経済提携

オリンピック（東京、1964、メキシコ、1968）


OECD加盟（日本、1964、メキシコ、1994）

NAFTA（1992）

APEC首脳会議（1994）


日墨FTA（2004）

洞爺湖サミット（2008）


G8からG２０へ

(3)国連における日本とメキシコ


安保理改革：G４とUFC（コンセンサス・グループ）

メキシカン・グループ


PKO


テロとの戦い

